
+ HOCH2CH2OH

  (ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ） + H2O (水)

      OC- --- COO(CH2)2O HO(H2C)2OOC COO(CH2)2OH H3COOC COOCH3 HOOC  COOH
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+ CH3OH + HOCH2CH2OH

(ﾒﾀﾉｰﾙ）   (ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ）

HO(H2C)2OOC COO(CH2)2OH H3COOC COOCH3 HOOC COOH OC COO(CH2)2O

  n

ＤＭＴ
回収

ボトル
フレーク

ＢＨＥＴ（ﾋ゙ｽﾋﾄ゙ﾛｷｼｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚー ﾄ）

反応②　エステル交換反応

　100℃未満の比較的低温で数時間反応。

　アルカリ金属塩触媒が反応を促進

ＤＭＴ（ｼ゙ﾒﾁﾙﾃﾚﾌﾀﾚー ﾄ）

PET (ポリエステルポリマー） ＢＨＥＴ（ﾋ゙ｽﾋﾄ゙ﾛｷｼｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚー ﾄ）

約２００℃、常圧の比較的マイルドな

条件で数時間､ポリエステルポリマーを化学的に分解

　（アルカリ金属塩触媒使用）

反応①　解重合反応

ＤＭＴ（ｼ゙ﾒﾁﾙﾃﾚﾌﾀﾚー ﾄ）
ＴＰＡ（ﾃﾚﾌﾀﾙ酸）

２５０℃以上の高温、４０kg/cm 2G

以上の高圧下、無触媒で反応

反応③　加水分解反応

ＴＰＡ（ﾃﾚﾌﾀﾙ酸）

　重合触媒Ge,安定剤P化合物を溶融重合工程で添加し

　石油由来のｴﾁﾚﾝｸ゙ﾘｺー ﾙと反応（石油由来品と同一方法）。

・溶融重合；260～300℃/ 高真空下で数時間反応

・固相重合；200～220℃/ 窒素気流下で２０～３０時間反応。重合度向上を主目的

反応④　重合反応

減圧蒸留
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ﾎﾞﾄﾙ用

ＰＥＴ樹脂 出荷

PET (ポリエステルポリマー）
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